
下
水
処
理
運
転
操
作
で
Ｄ
Ｘ
加
速

国

土

交
通
省

Ａ
Ｉ
の
導
入
へ
検
討
会
を
新
設

地
下
水
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
新
組
織

地
域
の
条
例
づ
く
り
な
ど
支
援

国
土
交
通
省
は
６
月
２７

日
、
下
水
道
の
Ｄ
Ｘ
を
加
速

す
る
た
め
、
新
た
に
「
Ａ
Ｉ

に
よ
る
下
水
処
理
場
運
転
操

作
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ

ー
メ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｄ
Ｘ
）
検

討
会
」
（
座
長
・
加
藤
裕
之

東
京
大
学
工
学
系
研
究
科
都

市
工
学
専
攻
下
水
道
シ
ス
テ

ム
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
研
究
室

特
任
准
教
授
）を
設
置
し
た
。

下
水
道
管
理
者
が
水
処
理
運

転
操
作
な
ど
で
Ａ
Ｉ
を
導
入

す
る
際
に
参
考
と
な
る
導
入

効
果
や
導
入
モ
デ
ル
、
必
要

な
環
境
整
備
・
支
援
策
な
ど

の
議
論
を
進
め
て
い
く
。

下
水
道
事
業
は
き
び
し
い

財
政
状
況
や
適
正
な
維
持
管

理
、
浸
水
・
地
震
・
津
波
へ

の
備
え
、
ベ
テ
ラ
ン
職
員
の

大
量
退
職
に
よ
る
人
材
不
足

・
技
術
継
承
へ
の
対
応
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
重
要
課
題
に
直

面
し
て
い
る
。
市
民
サ
ー
ビ

ス
や
災
害
対
応
力
・
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
力
を
強
化
し
、
質
が

高
く
持
続
可
能
な
下
水
道
事

業
を
実
現
す
る
に
は
デ
ー
タ

と
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
徹
底
活

用
し
、
業
務
や
組
織
を
抜
本

的
に
変
革
す
る
Ｄ
Ｘ
の
取
り

組
み
が
不
可
欠
と
な
っ
て
い

る
。一

方
、
下
水
道
政
策
研
究

委
員
会
・
脱
炭
素
社
会
へ
の

貢
献
の
あ
り
方
検
討
小
委
員

会
の
報
告
書
で
は
２
０
５
０

年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

の
実
現
へ
Ａ
Ｉ（
人
工
知
能
）

や
Ｉ
Ｃ
Ｔ（
情
報
通
信
技
術
）

な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活

用
し
た
グ
リ
ー
ン
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
下
水
道
の
実
現
を
求

め
て
い
る
。
よ
り
効
率
的
・

効
果
的
な
下
水
処
理
シ
ス
テ

ム
を
構
築
す
る
た
め
、
同
省

で
は
下
水
道
革
新
的
技
術
実

証
事
業
（
Ｂ

Ｄ
Ａ
Ｓ
Ｈ
）

な
ど
を
通
じ
て
Ａ
Ｉ
を
活
用

し
た
水
処
理
運
転
操
作
最
適

化
支
援
技
術
の
実
証
事
業
を

進
め
て
い
る
。
ま
た
複
数
の

地
方
公
共
団
体
で
も
企
業
と

共
同
し
て
下
水
処
理
場
の
運

転
操
作
に
Ａ
Ｉ
を
活
用
す
る

実
証
研
究
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
Ａ
Ｉ
導
入
は
下
水
道
管

理
者
に
と
っ
て
新
た
な
挑
戦

と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え

同
検
討
会
で
は
人
と
Ａ
Ｉ
の

役
割
分
担
や
期
待
さ
れ
る
効

果
、
導
入
方
法
な
ど
を
明
ら

か
に
す
る
。
ま
た
必
要
な
環

境
整
備
な
ど
を
通
じ
て
円
滑

な
Ａ
Ｉ
活
用
に
努
め
て
い
く

方
針
だ
。

地
下
水
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
推
進
す
る
た
め
、
水
循
環
基
本
計
画
の
見
直
し
が
閣
議
決
定
さ
れ
た
。
新
た
に
地
下

水
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
・
普
及
・
活
用
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
る
と
と
も
に
、
地
下
水
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
推
進
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
設
立
・
運
用
が
明
記
さ
れ
た
。
同
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
は
関
係
省
庁
、
民
間
企
業
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、

大
学
・
研
究
機
関
、
先
進
的
地
方
公
共
団
体
、
関
係
団
体
な
ど
で
構
成
さ
れ
、
地
域
の
課
題
に
対
応
し
た
条
例
づ

く
り
や
地
下
水
の
解
析
な
ど
に
取
り
組
も
う
と
す
る
地
方
公
共
団
体
を
支
援
す
る
。

水
循
環
に
関
す
る
取
り
組

み
を
総
合
的
・
計
画
的
に
推

進
す
る
水
循
環
基
本
計
画
は

平
成
２６
年
に
成
立
し
た
水
循

環
基
本
法
に
基
づ
き
平
成
２７

年
７
月
に
初
め
て
策
定
さ
れ

た
。
地
下
水
を
め
ぐ
る
新
た

な
課
題
や
ニ
ー
ズ
に
対
応
し

て
水
循
環
基
本
法
が
昨
年
改

正
さ
れ
、
地
下
水
の
適
正
な

保
全
・
利
用
が
明
確
に
位
置

づ
け
ら
れ
た
。
こ
れ
を
踏
ま

え
、
新
た
に
水
循
環
基
本
計

画
の
見
直
し
を
行
っ
た
。

地
下
水
に
つ
い
て
は
過
剰

採
取
に
よ
る
大
規
模
な
地
盤

沈
下
な
ど
が
こ
れ
ま
で
に
引

き
起
こ
さ
れ
て
い
る
。
法
令

や
条
例
な
ど
の
採
取
規
制
に

よ
っ
て
広
域
的
な
地
盤
沈
下

や
地
下
水
の
枯
渇
は
沈
静
化

し
て
き
た
も
の
の
、
依
然
と

し
て
過
剰
な
地
下
水
利
用
や

塩
水
化
な
ど
の
地
下
水
汚
染

は
解
消
さ
れ
て
い
な
い
の
が

実
情
だ
。
こ
の
た
め
今
回
あ

ら
た
め
て
水
循
環
基
本
計
画

を
見
直
し
、
地
下
水
に
関
す

る
内
容
の
さ
ら
な
る
充
実
を

図
る
と
と
も
に
、
従
来
の
計

画
の
策
定
後
に
進
ん
だ
取
り

組
み
に
つ
い
て
も
記
載
し
て

い
る
。

お
も
な
変
更
点
を
み
る

と
、
地
下
水
の
適
正
な
保
全

・
利
用
の
項
目
を
新
設
し
、

水
循
環
基
本
法
の
条
文
に
沿

っ
て
具
体
的
な
取
り
組
み
を

明
記
し
た
。
ま
た
地
下
水
の

適
正
な
保
全
・
利
用
を
流
域

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
一
環
と
し

て
明
確
に
位
置
づ
け
、
関
係

者
と
連
携
し
て
重
点
的
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

一
方
、
国
、
地
方
公
共
団

体
、
民
間
事
業
者
、
国
民
の

責
務
に
関
す
る
記
述
を
新
た

に
追
加
・
修
正
し
た
。
従
来

の
計
画
の
策
定
後
に
進
ん
だ

水
循
環
政
策
で
は
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
促
進
や

流
域
治
水
関
連
法
の
全
面
施

行
後
の
取
り
組
み
な
ど
に
言

及
し
て
い
る
。

地
下
水
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の

構
築
・
普
及
・
活
用
で
は
全

国
各
地
に
お
け
る
地
下
水
の

現
況
や
課
題
の
把
握
を
支
援

し
、
地
域
に
お
け
る
地
下
水

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
促
進
し
て

い
く
。

地
下
水
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
推

進
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
は

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
開
設
や

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
の
創

設
、
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
な
ど

を
通
じ
て
条
例
づ
く
り
や
地

下
水
解
析
な
ど
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
提
供
す
る
。

加藤座長

（旬刊５ノ日発行）2022年（令和4年）７月５日日 本 設 備 工 業 新 聞第2440号（１）




